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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月12日(2010.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１４】
　有益性、他の利点および問題に対する解決策を特定の実施形態に関して上で記載してき
た。しかし、有益性、利点および問題に対する解決策、ならびにあらゆる有益性、利点ま
たは解決策を想到させ得るか、またはより顕著になさしめ得るあらゆる特徴は、いずれか
またはすべての請求項の決定的な特徴、必要な特徴または必須の特徴として解釈されるべ
きではない。
　理解しやすいように別個の実施形態の文脈において本明細書において記載される幾つか
の特徴を、単一実施形態における組み合わせで提供してもよいことは認められるべきであ
る。逆に、簡略のため単一実施形態の文脈において記載される種々の特徴を、別個に、ま
たはいずれかの下位組み合わせで提供してもよい。更に、範囲で記載された値への言及は
、当該範囲内の各値およびあらゆる値を含む。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１５】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．ＨＦとフルオロオレフィンとを含む混合物を分離する方法であって、
　ａ．ＨＦとフルオロオレフィンとを含む組成物を第１の蒸留塔に供給する工程、
　ｂ．ＨＦとフルオロオレフィンとを含む共沸組成物を第１の留出物として、そしてｉ）
ＨＦまたはｉｉ）フルオロオレフィンのいずれかを第１の塔底液組成物として除去する工
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程、
　ｃ．上記第１の留出物を凝縮させて、ｉ）ＨＦリッチ相およびｉｉ）フルオロオレフィ
ンリッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．上記第１の塔底液として除去されるものと同じ化合物に富む第１の液相であって、
ｉ）ＨＦリッチ相またはｉｉ）フルオロオレフィンリッチ相のいずれかである第１の液相
を上記第１の蒸留塔に再循環で戻す工程
を含む方法。
２．工程（ｄ）において再循環されない第２の液相であって、ｉ）ＨＦリッチ相またはｉ
ｉ）フルオロオレフィンリッチ相のいずれかである第２の液相を第２の蒸留塔に供給する
工程、および工程（ｂ）において第１の塔底液組成物として回収されない化合物を第２の
塔底液組成物として回収する工程を更に含む上記１に記載の方法。
３．フッ化水素とフルオロオレフィンの共沸濃度より高い濃度で存在するフルオロオレフ
ィンと、フッ化水素とを含む混合物から該フルオロオレフィンを分離する方法であって、
　ａ．フッ化水素と上記フルオロオレフィンとを含む上記混合物を第１の蒸留塔に供給す
る工程、
　ｂ．フッ化水素とフルオロオレフィンとを含む共沸組成物を第１の留出物として上記第
１の蒸留塔から除去する工程、
　ｃ．フッ化水素を本質的に含まないフルオロオレフィンを上記第１の蒸留塔の底から回
収する工程、
　ｄ．上記共沸組成物を凝縮させて、ｉ）フッ化水素リッチ相、およびｉｉ）フルオロオ
レフィンリッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｅ．上記フルオロオレフィンリッチ相を上記第１の蒸留塔に再循環する工程
を含む方法。
４．ａ．フッ化水素リッチ相を第２の蒸留塔に供給する工程、および
　ｂ．フルオロオレフィンを本質的に含まないフッ化水素を上記第２の蒸留塔の底から回
収する工程
を更に含む上記３に記載の方法。
５．第２の留出物組成物を２つの液相に再循環する工程を更に含む上記４に記載の方法。
６．フッ化水素とフルオロオレフィンの共沸濃度より高い濃度で存在するフッ化水素と、
フルオロオレフィンとを含む混合物から該フッ化水素を分離する方法であって、
　ａ．フッ化水素とフルオロオレフィンとを含む上記混合物を第１の蒸留塔に供給する工
程、
　ｂ．フッ化水素とフルオロオレフィンとを含む共沸組成物または共沸様組成物を留出物
として上記第１の蒸留塔から除去する工程、
　ｃ．フルオロオレフィンを本質的に含まないフッ化水素を上記第１の蒸留塔の底から回
収する工程、
　ｄ．上記共沸組成物を凝縮させて、フルオロオレフィンリッチ相およびフッ化水素リッ
チ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｅ．上記ＨＦリッチ相を上記第１の蒸留塔に再循環する工程
を含む方法。
７．ａ．フルオロオレフィンリッチ相を第２の蒸留塔に供給する工程、および
　ｂ．フッ化水素を本質的に含まないフルオロオレフィンを上記第２の蒸留塔の底から回
収する工程
を更に含む上記６に記載の方法。
８．第２の留出物を２つの液相に再循環する工程を更に含む上記７に記載の方法。
９．フルオロオレフィンとＨＦの共沸濃度より高いで濃度で混合物中に存在するフルオロ
オレフィンと、ＨＦとを含む混合物から該フルオロオレフィンを精製する方法であって、
　ａ．フルオロオレフィンとＨＦとを含む上記混合物にエントレーナーを添加し、よって
第２の混合物を生成させる工程、
　ｂ．第１の蒸留工程において上記第２の混合物を蒸留して、ＨＦとフルオロオレフィン
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とエントレーナーとを含む第１の留出物組成物、およびフルオロオレフィンを含む第１の
塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第１の留出物組成物を凝縮させて、ｉ）ＨＦリッチ相とｉｉ）エントレーナー
リッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．任意に上記エントレーナーリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す工程
を含む方法。
１０．エントレーナーリッチ相を第２の蒸留工程に供給する工程と、エントレーナーとフ
ルオロオレフィンとＨＦとを含む第２の留出物組成物、およびエントレーナーを本質的に
含まないＨＦを含む塔底液組成物を生成させる工程とを更に含む上記９に記載の方法。
１１．第２の留出物組成物を２つの液相に再循環で戻す工程を更に含む上記１０に記載の
方法。
１２．ＨＦとフルオロオレフィンの共沸濃度より高い濃度で存在するＨＦと、フルオロオ
レフィンと含む混合物からＨＦを精製する方法であって、
　ａ．フルオロオレフィンとＨＦとを含む上記混合物にエントレーナーを添加し、よって
第２の混合物を生成させる工程、
　ｂ．第１の蒸留工程において上記第２の混合物を蒸留して、ＨＦとエントレーナーとフ
ルオロオレフィンとを含む第１の留出物組成物、およびＨＦを含む第１の塔底液組成物を
生成させる工程、
　ｃ．上記第１の留出物組成物を凝縮させて、ｉ）エントレーナーリッチ相とｉｉ）ＨＦ
リッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．任意に上記ＨＦリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す工程
を含む方法。
１３．工程（ｃ）のエントレーナーリッチ相を第２の蒸留工程に供給する工程と、エント
レーナーとＨＦの共沸混合物を含む第２の留出物組成物、およびエントレーナーを本質的
に含まないＨＦを含む第２の塔底液組成物を生成させる工程とを更に含む上記１２に記載
の方法。
１４．第２の留出物組成物を２つの液相に再循環で戻す工程を更に含む上記１３に記載の
方法。
１５．フルオロオレフィンが、
　（ｉ）式Ｅ－Ｒ１ＣＨ＝ＣＨＲ２または式Ｚ－Ｒ１ＣＨ＝ＣＨＲ２（式中、Ｒ１および
Ｒ２は独立してＣ１～Ｃ６パーフルオロアルキル基である）のフルオロオレフィン、
　（ｉｉ）式シクロ－［ＣＸ＝ＣＹ（ＣＺＷ）ｎ－］（式中、Ｘ、Ｙ、ＺおよびＷは独立
してＨまたはＦであり、ｎは２～５の整数である）の環式フルオロオレフィン、
　（ｉｉｉ）テトラフルオロエチレン（ＣＦ２＝ＣＦ２）、ヘキサフルオロプロペン（Ｃ
Ｆ３ＣＦ＝ＣＦ２）、１，２，３，３，３－ペンタフルオロ－１－プロペン（ＣＨＦ＝Ｃ
ＦＣＦ３）、１，１，３，３，３－ペンタフルオロ－１－プロペン（ＣＦ２＝ＣＨＣＦ３

）、１，１，２，３，３－ペンタフルオロ－１－プロペン（ＣＦ２＝ＣＦＣＨＦ２）、１
，２，３，３－テトラフルオロ－１－プロペン（ＣＨＦ＝ＣＦＣＨＦ２）、２，３，３，
３－テトラフルオロ－１－プロペン（ＣＨ２＝ＣＦＣＦ３）、１，３，３，３－テトラフ
ルオロ－１－プロペン（ＣＨＦ＝ＣＨＣＦ３）、１，１，２，３－テトラフルオロ－１－
プロペン（ＣＦ２＝ＣＦＣＨ２Ｆ）、１，１，３，３－テトラフルオロ－１－プロペン（
ＣＦ２＝ＣＨＣＨＦ２）、１，２，３，３－テトラフルオロ－１－プロペン（ＣＨＦ＝Ｃ
ＦＣＨＦ２）、３，３，３－トリフルオロ－１－プロペン（ＣＨ２＝ＣＨＣＦ３）、２，
３，３－トリフルオロ－１－プロペン（ＣＨＦ２ＣＦ＝ＣＨ２）、１，１，２－トリフル
オロ－１－プロペン（ＣＨ３ＣＦ＝ＣＦ２）、１，２，３－トリフルオロ－１－プロペン
（ＣＨ２ＦＣＦ＝ＣＦ２）、１，１，３－トリフルオロ－１－プロペン（ＣＨ２ＦＣＨ＝
ＣＦ２）、１，３，３－トリフルオロ－１－プロペン（ＣＨＦ２ＣＨ＝ＣＨＦ）、１，１
，１，２，３，４，４，４－オクタフルオロ－２－ブテン（ＣＦ３ＣＦ＝ＣＦＣＦ３）、
１，１，２，３，３，４，４，４－オクタフルオロ－１－ブテン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ＝Ｃ
Ｆ２）、１，１，１，２，４，４，４－ヘプタフルオロ－２－ブテン（ＣＦ３ＣＦ＝ＣＨ
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ＣＦ３）、１，２，３，３，４，４，４－ヘプタフルオロ－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＦＣ
Ｆ２ＣＦ３）、１，１，１，２，３，４，４－ヘプタフルオロ－２－ブテン（ＣＨＦ２Ｃ
Ｆ＝ＣＦＣＦ３）、１，３，３，３－テトラフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－１
－プロペン（（ＣＦ３）２Ｃ＝ＣＨＦ）、１，１，３，３，４，４，４－ヘプタフルオロ
－１－ブテン（ＣＦ２＝ＣＨＣＦ２ＣＦ３）、１，１，２，３，４，４，４－ヘプタフル
オロ－１－ブテン（ＣＦ２＝ＣＦＣＨＦＣＦ３）、１，１，２，３，３，４，４－ヘプタ
フルオロ－１－ブテン（ＣＦ２＝ＣＦＣＦ２ＣＨＦ２）、２，３，３，４，４，４－ヘキ
サフルオロ－１－ブテン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ＝ＣＨ２）、１，３，３，４，４，４－ヘキ
サフルオロ－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＨＣＦ２ＣＦ３）、１，２，３，４，４，４－ヘキ
サフルオロ－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＦＣＨＦＣＦ３）、１，２，３，３，４，４－ヘキ
サフルオロ－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＦＣＦ２ＣＨＦ２）、１，１，２，３，４，４－ヘ
キサフルオロ－２－ブテン（ＣＨＦ２ＣＦ＝ＣＦＣＨＦ２）、１，１，１，２，３，４－
ヘキサフルオロ－２－ブテン（ＣＨ２ＦＣＦ＝ＣＦＣＦ３）、１，１，１，２，４，４－
ヘキサフルオロ－２－ブテン（ＣＨＦ２ＣＨ＝ＣＦＣＦ３）、１，１，１，３，４，４－
ヘキサフルオロ－２－ブテン（ＣＦ３ＣＨ＝ＣＦＣＨＦ２）、１，１，２，３，３，４－
ヘキサフルオロ－１－ブテン（ＣＦ２＝ＣＦＣＦ２ＣＨ２Ｆ）、１，１，２，３，４，４
－ヘキサフルオロ－１－ブテン（ＣＦ２＝ＣＦＣＨＦＣＨＦ２）、３，３，３－トリフル
オロ－２－（トリフルオロメチル）－１－プロペン（ＣＨ２＝Ｃ（ＣＦ３）２）、１，１
，１，２，４－ペンタフルオロ－２－ブテン（ＣＨ２ＦＣＨ＝ＣＦＣＦ３）、１，１，１
，３，４－ペンタフルオロ－２－ブテン（ＣＦ３ＣＨ＝ＣＦＣＨ２Ｆ）、３，３，４，４
，４－ペンタフルオロ－１－ブテン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＨ＝ＣＨ２）、１，１，１，４，４
－ペンタフルオロ－２－ブテン（ＣＨＦ２ＣＨ＝ＣＨＣＦ３）、１，１，１，２，３－ペ
ンタフルオロ－２－ブテン（ＣＨ３ＣＦ＝ＣＦＣＦ３）、２，３，３，４，４－ペンタフ
ルオロ－１－ブテン（ＣＨ２＝ＣＦＣＦ２ＣＨＦ２）、１，１，２，４，４－ペンタフル
オロ－２－ブテン（ＣＨＦ２ＣＦ＝ＣＨＣＨＦ２）、１，１，２，３，３－ペンタフルオ
ロ－１－ブテン（ＣＨ３ＣＦ２ＣＦ＝ＣＦ２）、１，１，２，３，４－ペンタフルオロ－
２－ブテン（ＣＨ２ＦＣＦ＝ＣＦＣＨＦ２）、１，１，３，３，３－ペンタフルオロ－２
－メチル－１－プロペン（ＣＦ２＝Ｃ（ＣＦ３）（ＣＨ３））、２－（ジフルオロメチル
）－３，３，３－トリフルオロ－１－プロペン（ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨＦ２）（ＣＦ３））、
２，３，４，４，４－ペンタフルオロ－１－ブテン（ＣＨ２＝ＣＦＣＨＦＣＦ３）、１，
２，４，４，４－ペンタフルオロ－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＦＣＨ２ＣＦ３）、１，３，
４，４，４－ペンタフルオロ－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＨＣＨＦＣＦ３）、１，３，３，
４，４－ペンタフルオロ－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＨＣＦ２ＣＨＦ２）、１，２，３，４
，４－ペンタフルオロ－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＦＣＨＦＣＨＦ２）、３，３，４，４－
テトラフルオロ－１－ブテン（ＣＨ２＝ＣＨＣＦ２ＣＨＦ２）、１，１－ジフルオロ－２
－（ジフルオロメチル）－１－プロペン（ＣＦ２＝Ｃ（ＣＨＦ２）（ＣＨ３））、１，３
，３，３－テトラフルオロ－２－メチル－１－プロペン（ＣＨＦ＝Ｃ（ＣＦ３）（ＣＨ３

））、３，３－ジフルオロ－２－（ジフルオロメチル）－１－プロペン（ＣＨ２＝Ｃ（Ｃ
ＨＦ２）２）、１，１，１，２－テトラフルオロ－２－ブテン（ＣＦ３ＣＦ＝ＣＨＣＨ３

）、１，１，１，３－テトラフルオロ－２－ブテン（ＣＨ３ＣＦ＝ＣＨＣＦ３）、１，１
，１，２，３，４，４，５，５，５－デカフルオロ－２－ペンテン（ＣＦ３ＣＦ＝ＣＦＣ
Ｆ２ＣＦ３）、１，１，２，３，３，４，４，５，５，５－デカフルオロ－１－ペンテン
（ＣＦ２＝ＣＦＣＦ２ＣＦ２ＣＦ３）、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－
（トリフルオロメチル）－２－ブテン（（ＣＦ３）２Ｃ＝ＣＨＣＦ３）、１，１，１，２
，４，４，５，５，５－ノナフルオロ－２－ペンテン（ＣＦ３ＣＦ＝ＣＨＣＦ２ＣＦ３）
、１，１，１，３，４，４，５，５，５－ノナフルオロ－２－ペンテン（ＣＦ３ＣＨ＝Ｃ
ＦＣＦ２ＣＦ３）、１，２，３，３，４，４，５，５，５－ノナフルオロ－１－ペンテン
（ＣＨＦ＝ＣＦＣＦ２ＣＦ２ＣＦ３）、１，１，３，３，４，４，５，５，５－ノナフル
オロ－１－ペンテン（ＣＦ２＝ＣＨＣＦ２ＣＦ２ＣＦ３）、１，１，２，３，３，４，４
，５，５－ノナフルオロ－１－ペンテン（ＣＦ２＝ＣＦＣＦ２ＣＦ２ＣＨＦ２）、１，１
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，２，３，４，４，５，５，５－ノナフルオロ－２－ペンテン（ＣＨＦ２ＣＦ＝ＣＦＣＦ

２ＣＦ３）、１，１，１，２，３，４，４，５，５－ノナフルオロ－２－ペンテン（ＣＦ

３ＣＦ＝ＣＦＣＦ２ＣＨＦ２）、１，１，１，２，３，４，５，５，５－ノナフルオロ－
２－ペンテン（ＣＦ３ＣＦ＝ＣＦＣＨＦＣＦ３）、１，２，３，４，４，４－ヘキサフル
オロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＦＣＦ（ＣＦ３）２）、１
，１，２，４，４，４－ヘキサフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン（Ｃ
Ｆ２＝ＣＦＣＨ（ＣＦ３）２）、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－（トリ
フルオロメチル）－２－ブテン（ＣＦ３ＣＨ＝Ｃ（ＣＦ３）２）、１，１，３，４，４，
４－ヘキサフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン（ＣＦ２＝ＣＨＣＦ（Ｃ
Ｆ３）２）、２，３，３，４，４，５，５，５－オクタフルオロ－１－ペンテン（ＣＨ２

＝ＣＦＣＦ２ＣＦ２ＣＦ３）、１，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロ－１－
ペンテン（ＣＨＦ＝ＣＦＣＦ２ＣＦ２ＣＨＦ２）、３，３，４，４，４－ペンタフルオロ
－２－（トリフルオロメチル）－１－ブテン（ＣＨ２＝Ｃ（ＣＦ３）ＣＦ２ＣＦ３）、１
，１，４，４，４－ペンタフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン（ＣＦ２

＝ＣＨＣＨ（ＣＦ３）２）、１，３，４，４，４－ペンタフルオロ－３－（トリフルオロ
メチル）－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＨＣＦ（ＣＦ３）２）、１，１，４，４，４－ペンタ
フルオロ－２－（トリフルオロメチル）－１－ブテン（ＣＦ２＝Ｃ（ＣＦ３）ＣＨ２ＣＦ

３）、３，４，４，４－テトラフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテン（（
ＣＦ３）２ＣＦＣＨ＝ＣＨ２）、３，３，４，４，５，５，５－ヘプタフルオロ－１－ペ
ンテン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ２ＣＨ＝ＣＨ２）、２，３，３，４，４，５，５－ヘプタフル
オロ－１－ペンテン（ＣＨ２＝ＣＦＣＦ２ＣＦ２ＣＨＦ２）、１，１，３，３，５，５，
５－ヘプタフルオロ－１－ブテン（ＣＦ２＝ＣＨＣＦ２ＣＨ２ＣＦ３）、１，１，１，２
，４，４，４－ヘプタフルオロ－３－メチル－２－ブテン（ＣＦ３ＣＦ＝Ｃ（ＣＦ３）（
ＣＨ３））、２，４，４，４－テトラフルオロ－３－（トリフルオロメチル）－１－ブテ
ン（ＣＨ２＝ＣＦＣＨ（ＣＦ３）２）、１，４，４，４－テトラフルオロ－３－（トリフ
ルオロメチル）－１－ブテン（ＣＨＦ＝ＣＨＣＨ（ＣＦ３）２）、１，１，１，４－テト
ラフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－２－ブテン（ＣＨ２ＦＣＨ＝Ｃ（ＣＦ３）２

）、１，１，１，３－テトラフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－２－ブテン（ＣＨ

３ＣＦ＝Ｃ（ＣＦ３）２）、１，１，１－トリフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－
２－ブテン（（ＣＦ３）２Ｃ＝ＣＨＣＨ３）、３，４，４，５，５，５－ヘキサフルオロ
－２－ペンテン（ＣＦ３ＣＦ

２ＣＦ＝ＣＨＣＨ３）、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－メチル－２－ブ
テン（ＣＦ３Ｃ（ＣＨ３）＝ＣＨＣＦ３）、３，３，４，５，５，５－ヘキサフルオロ－
１－ペンテン（ＣＨ２＝ＣＨＣＦ２ＣＨＦＣＦ３）、４，４，４－トリフルオロ－２－（
トリフルオロメチル）－１－ブテン（ＣＨ２＝Ｃ（ＣＦ３）ＣＨ２ＣＦ３）、１，１，２
，３，３，４，４，５，５，６，６，６－ドデカフルオロ－１－ヘキセン（ＣＦ３（ＣＦ

２）３ＣＦ＝ＣＦ２）、１，１，１，２，２，３，４，５，５，６，６，６－ドデカフル
オロ－３－ヘキセン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ＝ＣＦＣＦ２ＣＦ３）、１，１，１，４，４，４
－ヘキサフルオロ－２，３－ビス（トリフルオロメチル）－２－ブテン（（ＣＦ３）２Ｃ
＝Ｃ（ＣＦ３）２）、１，１，１，２，３，４，５，５，５－ナノフルオロ－４－（トリ
フルオロメチル）－２－ペンテン（（ＣＦ３）２ＣＦＣＦ＝ＣＦＣＦ３）、１，１，１，
４，４，５，５，５－オクタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－２－ペンテン（（
ＣＦ３）２Ｃ＝ＣＨＣ２Ｆ５）、１，１，１，３，４，５，５，５－オクタフルオロ－４
－（トリフルオロメチル）－２－ペンテン（（ＣＦ３）２ＣＦＣＦ＝ＣＨＣＦ３）、３，
３，４，４，５，５，６，６，６－ノナフルオロ－１－ヘキセン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ２Ｃ
Ｆ２ＣＨ＝ＣＨ２）、４，４，４－トリフルオロ－３，３－ビス（トリフルオロメチル）
－１－ブテン（ＣＨ２＝ＣＨＣ（ＣＦ３）３）、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオ
ロ－３－メチル－２－（トリフルオロメチル）－２－ブテン（（ＣＦ３）２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ

３）（ＣＦ３））、２，３，３，５，５，５－ヘキサフルオロ－４－（トリフルオロメチ
ル）－１－ペンテン（ＣＨ２＝ＣＦＣＦ２ＣＨ（ＣＦ３）２）、１，１，１，２，４，４
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，５，５，５－ノナフルオロ－３－メチル－２－ペンテン（ＣＦ３ＣＦ＝Ｃ（ＣＨ３）Ｃ
Ｆ２ＣＦ３）、１，１，１，５，５，５－ヘキサフルオロ－４－（トリフルオロメチル）
－２－ペンテン（ＣＦ３ＣＨ＝ＣＨＣＨ（ＣＦ３）２）、３，４，４，５，５，６，６，
６－オクタフルオロ－２－ヘキセン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ＝ＣＨＣＨ３）、３，３，
４，４，５，５，６，６－オクタフルオロ－１－ヘキセン（ＣＨ２＝ＣＨＣＦ２ＣＦ２Ｃ
Ｆ２ＣＨＦ２）、１，１，１，４，４－ペンタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－
２－ペンテン（（ＣＦ３）２Ｃ＝ＣＨＣＦ２ＣＨ３）、４，４，５，５，５－ペンタフル
オロ－２－（トリフルオロメチル）－１－ペンテン（ＣＨ２＝Ｃ（ＣＦ３）ＣＨ２Ｃ２Ｆ

５）、３，３，４，４，５，５，５－ヘプタフルオロ－２－メチル－１－ペンテン（ＣＦ

３ＣＦ２ＣＦ２Ｃ（ＣＨ３）＝ＣＨ２）、４，４，５，５，６，６，６－ヘプタフルオロ
－２－ヘキセン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ２ＣＨ＝ＣＨＣＨ３）、４，４，５，５，６，６，６
－ヘプタフルオロ－１－ヘキセン（ＣＨ２＝ＣＨＣＨ２ＣＦ２Ｃ２Ｆ５）、１，１，１，
２，２，３，４－ヘプタフルオロ－３－ヘキセン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ＝ＣＦＣ２Ｈ５）、
４，５，５，５－テトラフルオロ－４－（トリフルオロメチル）－１－ペンテン（ＣＨ２

＝ＣＨＣＨ２ＣＦ（ＣＦ３）２）、１，１，１，２，５，５，５－ヘプタフルオロ－４－
メチル－２－ペンテン（ＣＦ３ＣＦ＝ＣＨＣＨ（ＣＦ３）（ＣＨ３））、１，１，１，３
－テトラフルオロ－２－（トリフルオロメチル）－２－ペンテン（（ＣＦ３）２Ｃ＝ＣＦ
Ｃ２Ｈ５）、１，１，１，２，３，４，４，５，５，６，６，７，７，７－テトラデカフ
ルオロ－２－ヘプテン（ＣＦ３ＣＦ＝ＣＦＣＦ２ＣＦ２Ｃ２Ｆ５）、１，１，１，２，２
，３，４，５，５，６，６，７，７，７－テトラデカフルオロ－３－ヘプテン（ＣＦ３Ｃ
Ｆ２ＣＦ＝ＣＦＣＦ２Ｃ２Ｆ５）、１，１，１，３，４，４，５，５，６，６，７，７，
７－トリデカフルオロ－２－ヘプテン（ＣＦ３ＣＨ＝ＣＦＣＦ２ＣＦ２Ｃ２Ｆ５）、１，
１，１，２，４，４，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－２－ヘプテン（
ＣＦ３ＣＦ＝ＣＨＣＦ２ＣＦ２Ｃ２Ｆ５）、１，１，１，２，２，４，５，５，６，６，
７，７，７－トリデカフルオロ－３－ヘプテン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＨ＝ＣＦＣＦ２Ｃ２Ｆ５

）および１，１，１，２，２，３，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－３
－ヘプテン（ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ＝ＣＨＣＦ２Ｃ２Ｆ５）からなる群から選択されたフルオ
ロオレフィン
からなる群から選択される上記１、３、６、９または１２のいずれかに記載の方法。
１６．フルオロオレフィンが、ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－
１２３４ｙｆおよびＨＦＣ－１２４３ｚｆからなる群から選択された少なくとも１種の化
合物を含む上記１５に記載の方法。
１７．ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦ、およびＨＦＣ－２３６ｅａまたはＨＦＣ－２３６ｃ
ｂの少なくとも１種との混合物からＨＦＣ－１２２５ｙｅを分離する方法であって、
　ａ．追加のＨＦＣ－１２２５ｙｅを第２の蒸留工程から供給して、ＨＦＣ－１２２５ｙ
ｅとＨＦの共沸混合物を含む第１の留出物、およびＨＦＣ－２３６ｅａまたはＨＦＣ－２
３６ｃｂの少なくとも１種を含む第１の塔底液組成物を生成させる第１の蒸留工程に上記
混合物を供する工程、
　ｂ．上記第１の留出物を第２の蒸留工程に供給して、ＨＦＣ－１２２５ｙｅとＨＦの共
沸混合物を含む第２の留出物、およびＨＦを本質的に含まないＨＦＣ－１２２５ｙｅを含
む第２の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第２の留出物を凝縮させて、ｉ）ＨＦリッチ相とｉｉ）ＨＦＣ－１２２５ｙｅ
リッチ相である２つの液相を生成させる工程と、
　ｄ．（ｃ）からの上記ＨＦＣ－１２２５ｙｅリッチ相を上記第２の蒸留工程に再循環で
戻す工程と
を含む方法。
１８．ＨＦリッチ相を第３の蒸留工程に供給して、ＨＦＣ－１２２５ｙｅとＨＦの共沸混
合物を含む第３の留出物、およびＨＦＣ－１２２５ｙｅを本質的に含まないＨＦを含む第
３の塔底液組成物を生成させる工程を更に含む上記１７に記載の方法。
１９．ＨＦＣ－１２２５ｙｅと、ＨＦと、ＨＦＣ－２３６ｅａまたはＨＦＣ－２３６ｃｂ
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の少なくとも１種とを含む混合物からＨＦを分離する方法であって、
　ａ．ＨＦＣ－１２２５ｙｅと、ＨＦと、ＨＦＣ－２３６ｅａまたはＨＦＣ－２３６ｃｂ
の少なくとも１種とを含む上記混合物にエントレーナーを添加し、よって第２の混合物を
生成させる工程、
　ｂ．上記第２の混合物を第１の蒸留工程において蒸留して、ＨＦとエントレーナーとを
含む第１の留出物組成物、およびＨＦＣ－１２２５ｙｅと、ＨＦＣ－２３６ｅａまたはＨ
ＦＣ－２３６ｃｂの少なくとも１種とを含む第１の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第１の留出物組成物を凝縮させて、（ｉ）エントレーナーリッチ相および（ｉ
ｉ）ＨＦリッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．上記エントレーナーリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す工程
を含む方法。
２０．ＨＦリッチ相を第２の蒸留工程に供給する工程と、エントレーナーとＨＦの共沸混
合物を含む第２の留出物組成物、およびエントレーナーを本質的に含まないＨＦを含む第
２の塔底液組成物を生成させる工程とを更に含む上記１９に記載の方法。
２１．第２の留出物組成物を２つの液相に再循環で戻す工程を更に含む上記２０に記載の
方法。
２２．エントレーナーが、
　ａ．メタン、エタン、エチレン、アセチレン、ビニルアセチレン、ｎ－プロパン、プロ
ピレン、プロピン、シクロプロパン、シクロプロペン、プロパジエン、ｎ－ブタン、イソ
ブタン、１－ブテン、イソブテン、１，３－ブタジエン、２，２－ジメチルプロパン、シ
ス－２－ブテン、トランス－２－ブテン、１－ブチン、ｎ－ペンタン、イソペンタン、ネ
オペンタン、シクロペンタン、１－ペンテン、２－ペンテンおよびそれらの混合物からな
る群から選択された少なくとも１種の化合物を含む炭化水素エントレーナー、
　ｂ．塩化メチレン、塩化メチルおよびそれらの混合物からなる群から選択されたクロロ
カーボンエントレーナー、
　ｃ．ジクロロジフルオロメタン（ＣＦＣ－１２）、２－クロロ－１，１，２－トリフル
オロエチレン、クロロペンタフルオロエタン（ＣＦＣ－１１５）、１，２－ジクロロ－１
，１，２，２－テトラフルオロエタン（ＣＦＣ－１１４）、１，１－ジクロロ－１，２，
２，２－テトラフルオロエタン（ＣＦＣ－１１４ａ）、１，１，２－トリクロロ－１，２
，２－トリフルオロエタン（ＣＦＣ－１１３）、１，１，１－トリクロロ－２，２，２－
トリフルオロエタン（ＣＦＣ－１１３ａ）、１，１，２－トリクロロ－１，２，３，３，
３－ペンタフルオロプロパン（ＣＦＣ－２１５ｂｂ）、２，２－ジクロロ－１，１，１，
３，３，３－ヘキサフルオロプロパン（ＣＦＣ－２１６ａａ）、１，２－ジクロロ－１，
１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロパン（ＣＦＣ－２１６ｂａ）、２－クロロ－１
，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン（ＣＦＣ－２１７ｂａ）、２－クロ
ロ－１，１，３，３，３－ペンタフルオロプロペン（ＣＦＣ－１２１５ｘｃ）およびそれ
らの混合物からなる群から選択された少なくとも１種の化合物を含むクロロフルオロカー
ボン（ＣＦＣ）エントレーナー、
　ｄ．ジクロロフルオロメタン（ＨＣＦＣ－２１）、１，１－ジクロロ－３，３，３－ト
リフルオロエタン（ＨＣＦＣ－１２３）、１，１－ジクロロ－１－フルオロエタン（ＨＣ
ＦＣ－１４１ｂ）、２－クロロ－１，１，１，２－テトラフルオロエタン（ＨＣＦＣ－１
２４）、１－クロロ－１，１，２，２－テトラフルオロエタン（ＨＣＦＣ－１２４ａ）、
２－クロロ－１，１，１－トリフルオロエタン（ＨＣＦＣ－１３３ａ）、１－クロロ－１
，１－ジフルオロエタン（ＨＣＦＣ－１４２ｂ）、２－クロロ－１，１－ジフルオロエチ
レン（ＨＣＦＣ－１１２２）およびそれらの混合物からなる群から選択された少なくとも
１種の化合物を含むヒドロクロロフルオロカーボン（ＨＣＦＣ）エントレーナー、
　ｅ．１，１，２－トリフルオロエチレン（ＨＦＣ－１１２３）、１，１－ジフルオロエ
チレン（ＨＦＣ－１１３２ａ）、１，１，３，３，３－ペンタフルオロプロペン（ＨＦＣ
－１２２５ｚｃ）、２，３，３，３－テトラフルオロプロペン（ＨＦＣ－１２３４ｙｆ）
、３，３，３－トリフルオロプロペン（ＨＦＣ－１２４３ｚｆ）、１，３，３，３－テト
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ラフルオロプロペン（ＨＦＣ－１２３４ｚｅ）、１，１，１，３，４，４，５，５，５－
ノナフルオロ－２－ペンテン（ＨＦＣ－１４２９ｍｚｙ）、１，１，１，２，２，４，５
，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－３－ヘプテン（ＨＦＣ－１６２－１３ｍ
ｃｚｙ）、１，１，１，２，２，３，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－
３－ヘプテン（ＨＦＣ－１６２－１３ｍｃｙｚ）およびそれらの混合物からなる群から選
択された少なくとも１種の化合物を含むヒドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）エントレーナ
ー、
　ｆ．ヘキサフルオロエタン（ＰＦＣ－１１６）、オクタフルオロプロパン（ＰＦＣ－２
１８）、１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－ブチン（ＰＦＢＹ－２）、ヘキ
サフルオロプロピレン（ＨＦＰ、ＰＦＣ－１２１６）、ヘキサフルオロシクロプロパン（
ＰＦＣ－Ｃ２１６）、オクタフルオロシクロブタン（ＰＦＣ－Ｃ３１８）、デカフルオロ
ブタン（ＰＦＣ－３１－１０、すべての異性体）、２，３－ジクロロ－１，１，１，４，
４，４－ヘキサフルオロ－２－ブテン（ＰＦＣ－１３１６ｍｘｘ）、オクタフルオロ－２
－ブテン（ＰＦＣ－１３１８ｍｙ、シスおよびトランス）、ヘキサフルオロブタジエン（
ＰＦＣ－２３１６）およびそれらの混合物からなる群から選択された少なくとも１種の化
合物を含むパーフルオロカーボン（ＰＦＣ）エントレーナー、
　ｇ．トリフルオロメチル－ジフルオロメチルエーテル（ＣＦ３ＯＣＨＦ２、ＨＦＯＣ－
１２５Ｅ）、１，１－ジフルオロジメチルエーテル、テトラフルオロジメチルエーテル（
ＨＦＯＣ－１３４Ｅ）、ジフルオロメチルメチルエーテル（ＣＨＦ２ＯＣＨ３、ＨＦＯＣ
－１５２ａＥ）、ペンタフルオロエチルメチルエーテルおよびそれらの混合物からなる群
から選択された少なくとも１種の化合物を含むフルオロエーテルエントレーナー、および
　ｈ．ＨＦＰＯ、ＳＦ６、塩素、ヘキサフルオロアセトン、ＰＭＶＥ（パーフルオロメチ
ルビニルエーテル）、ＰＥＶＥ（パーフルオロエチルビニルエーテル）およびそれらの混
合物からなる群から選択された種々の他の化合物
からなる群から選択される上記９または１２に記載の方法。
２３．エントレーナーが、ＣＦＣ－１１５（クロロペンタフルオロエタン）、ＣＦＣ－１
１４（１，２－ジクロロ－１，１，２，２－テトラフルオロエタン）、ＣＦＣ－１１４ａ
（１，１－ジクロロ－１，２，２，２－テトラフルオロエタン）、ＨＣＦＣ－２１（ジク
ロロフルオロメタン）、ＨＣＦＣ－１２４（１－クロロ－１，２，２，２－テトラフルオ
ロエタン）、ＨＣＦＣ－１２４ａ（１－クロロ－１，１，２，２－テトラフルオロエタン
）、ＨＣＦＣ－１３３ａ（１－クロロ－２，２，２－トリフルオロエタン）、ＨＣＦＣ－
１４２ｂ（１－クロロ－１，１－ジフルオロエタン）、ＨＣＦＣ－１１２２（１－クロロ
－２，２－ジフルオロエチレン）、ＨＦＣ－１２３４ｚｅ（１，３，３，３－テトラフル
オロ－１－プロペン）、ＨＦＣ－１１２３（トリフルオロエチレン）、ＨＦＣ－１２３４
ｙｆ（２，３，３，３－テトラフルオロ－１－プロペン）、ＰＦＣ－２１８（オクタフル
オロエタン）、ＰＦＣ－Ｃ２１６（トリフルオロシクロプロパン）、シス－およびトラン
ス－ＰＦＣ－１３１８（オクタフルオロ－２－ブテン）、ＰＦＣ－１２１６（ヘキサフル
オロプロペン、ＨＦＰ）、ＰＦＣ－Ｃ３１８（オクタフルオロシクロブタン）、ＰＦＣ－
３１－１０ｍｙ（デカフルオロブタン）、ＰＦＣ－２３１６（ヘキサフルオロブタジエン
）、ＰＥＶＥ（パーフルオロエチルビニルエーテル）、ＰＭＶＥ（パーフルオロメチルビ
ニルエーテル）、ＳＦ６（六フッ化硫黄）、Ｃｌ２（塩素）、シクロプロパン、Ｃ２Ｈ６

（エタン）、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、２，２－ジメチルプロパン、１－ブテ
ン、イソブテン、１，３－ブタジエン、シス－およびトランス－２－ブテン、１－ブチン
、ビニルアセチレン、ヘキサフルオロアセトン、１，１－ジフルオロジメチルエーテル、
ペンタフルオロエチルメチルエーテル、テトラフルオロジメチルエーテル、およびこれら
のいずれかの混合物からなる群から選択される上記１９に記載の方法。
２４．ＨＦＣ－１２３４ｚｅと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｆａまたはＨＦＣ－２４５ｅｂ
の少なくとも１種との混合物からＨＦＣ－１２３４ｚｅを分離する方法であって、
　ａ）追加のＨＦＣ－１２３４ｚｅを第２の蒸留工程から供給して、ＨＦＣ－１２３４ｚ
ｅとＨＦの共沸混合物を含む第１の留出物、およびＨＦＣ－２４５ｆａまたはＨＦＣ－２
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４５ｅｂの少なくとも１種を含む第１の塔底液組成物を生成させる第１の蒸留工程に上記
混合物を供する工程、
　ｂ）上記第１の留出物を第２の蒸留工程に供給して、ＨＦＣ－１２３４ｚｅとＨＦの共
沸混合物を含む第２の留出物、およびＨＦを本質的に含まないＨＦＣ－１２３４ｚｅを含
む第２の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ）上記第２の留出物を凝縮させて、ｉ）ＨＦリッチ相とｉｉ）ＨＦＣ－１２３４ｚｅ
リッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ）（ｃ）からのＨＦＣ－１２３４ｚｅリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す
工程
を含む方法。
２５．ＨＦリッチ相を第３の蒸留工程に供給して、ＨＦＣ－１２３４ｚｅとＨＦの共沸混
合物を含む第３の留出物、およびＨＦＣ－１２３４ｚｅを本質的に含まないＨＦを含む第
３の塔底液組成物を生成させる工程を更に含む上記２４に記載の方法。
２６．ＨＦＣ－１２３４ｚｅと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｆａまたはＨＦＣ－２４５ｅｂ
の少なくとも１種とを含む混合物からＨＦを分離する方法であって、
　ａ．ＨＦＣ－１２３４ｚｅと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｆａまたはＨＦＣ－２４５ｅｂ
の少なくとも１種とを含む混合物にエントレーナーを添加し、よって第２の混合物を生成
させる工程、
　ｂ．上記第２の混合物を第１の蒸留工程において蒸留して、ＨＦとエントレーナーとを
含む第１の留出物組成物、およびＨＦＣ－１２３４ｚｅと、ＨＦＣ－２４５ｆａまたはＨ
ＦＣ－２４５ｅｂの少なくとも１種とを含む第１の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第１の留出物組成物を凝縮させて、（ｉ）エントレーナーリッチ相と（ｉｉ）
ＨＦリッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．上記エントレーナーリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す工程
を含む方法。
２７．ＨＦリッチ相を第２の蒸留工程に供給する工程、およびエントレーナーとＨＦの共
沸混合物を含む第２の留出物組成物、およびエントレーナーを本質的に含まないＨＦを含
む第２の塔底液組成物を生成させる工程を更に含む上記２６に記載の方法。
２８．第２の留出物組成物を２つの液相に再循環で戻す工程を更に含む上記２６に記載の
方法。
２９．ＨＦＣ－１２３４ｙｆと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｃｂまたはＨＦＣ－２４５ｅｂ
の少なくとも１種との混合物からＨＦＣ－１２３４ｙｆを分離する方法であって、
　ａ．追加のＨＦＣ－１２３４ｙｆを第２の蒸留工程から供給して、ＨＦＣ－１２３４ｙ
ｆとＨＦの共沸混合物を含む第１の留出物、およびＨＦＣ－２４５ｃｂまたはＨＦＣ－２
４５ｅｂの少なくとも１種を含む第１の塔底液組成物を生成させる第１の蒸留工程に上記
混合物を供する工程、
　ｂ．上記第１の留出物を第２の蒸留工程に供給して、ＨＦＣ－１２３４ｙｆとＨＦの共
沸混合物を含む第２の留出物、およびＨＦを本質的に含まないＨＦＣ－１２３４ｙｆを含
む第２の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第２の留出物を凝縮させて、ｉ）ＨＦリッチ相とｉｉ）ＨＦＣ－１２３４ｙｆ
リッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．（ｃ）からの上記ＨＦＣ－１２３４ｙｆリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で
戻す工程
を含む方法。
３０．ＨＦリッチ相を第３の蒸留工程に供給して、ＨＦＣ－１２３４ｙｆとＨＦの共沸混
合物を含む第３の留出物、およびＨＦＣ－１２３４ｙｆを本質的に含まないＨＦを含む第
３の塔底液組成物を生成させる工程を更に含む上記２９に記載の方法。
３１．ＨＦＣ－１２３４ｙｆと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｃｂまたはＨＦＣ－２４５ｅｂ
の少なくとも１種とを含む混合物からＨＦを分離する方法であって、
　ａ．ＨＦＣ－１２３４ｙｆと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｃｂまたはＨＦＣ－２４５ｅｂ
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の少なくとも１種とを含む混合物にエントレーナーを添加し、よって第２の混合物を生成
させる工程、
　ｂ．上記第２の混合物を第１の蒸留工程において蒸留して、ＨＦとエントレーナーとを
含む第１の留出物組成物、およびＨＦＣ－１２３４ｙｆと、ＨＦＣ－２４５ｃｂまたはＨ
ＦＣ－２４５ｅｂの少なくとも１種とを含む第１の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第１の留出物組成物を凝縮させて、（ｉ）エントレーナーリッチ相と（ｉｉ）
ＨＦリッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．上記エントレーナーリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す工程
を含む方法。
３２．ＨＦリッチ相を第２の蒸留工程に供給する工程と、エントレーナーとＨＦの共沸混
合物を含む第２の留出物組成物、およびエントレーナーを本質的に含まないＨＦを含む第
２の塔底液組成物を生成させる工程とを更に含む上記３１に記載の方法。
３３．第２の留出物組成物を２つの液相に再循環で戻す工程を更に含む上記３２に記載の
方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＨＦとフルオロオレフィンとを含む混合物を分離する方法であって、
　ａ．ＨＦとフルオロオレフィンとを含む組成物を第１の蒸留塔に供給する工程、
　ｂ．ＨＦとフルオロオレフィンとを含む共沸組成物を第１の留出物として、そしてｉ）
ＨＦまたはｉｉ）フルオロオレフィンのいずれかを第１の塔底液組成物として除去する工
程、
　ｃ．上記第１の留出物を凝縮させて、ｉ）ＨＦリッチ相およびｉｉ）フルオロオレフィ
ンリッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．上記第１の塔底液として除去されるものと同じ化合物に富む第１の液相であって、
ｉ）ＨＦリッチ相またはｉｉ）フルオロオレフィンリッチ相のいずれかである第１の液相
を上記第１の蒸留塔に再循環で戻す工程
を含む方法。
【請求項２】
　フッ化水素とフルオロオレフィンの共沸濃度より高い濃度で存在するフルオロオレフィ
ンと、フッ化水素とを含む混合物から該フルオロオレフィンを分離する方法であって、
　ａ．フッ化水素と上記フルオロオレフィンとを含む上記混合物を第１の蒸留塔に供給す
る工程、
　ｂ．フッ化水素とフルオロオレフィンとを含む共沸組成物を第１の留出物として上記第
１の蒸留塔から除去する工程、
　ｃ．フッ化水素を本質的に含まないフルオロオレフィンを上記第１の蒸留塔の底から回
収する工程、
　ｄ．上記共沸組成物を凝縮させて、ｉ）フッ化水素リッチ相、およびｉｉ）フルオロオ
レフィンリッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｅ．上記フルオロオレフィンリッチ相を上記第１の蒸留塔に再循環する工程
を含む方法。
【請求項３】
　フッ化水素とフルオロオレフィンの共沸濃度より高い濃度で存在するフッ化水素と、フ
ルオロオレフィンとを含む混合物から該フッ化水素を分離する方法であって、
　ａ．フッ化水素とフルオロオレフィンとを含む上記混合物を第１の蒸留塔に供給する工
程、
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　ｂ．フッ化水素とフルオロオレフィンとを含む共沸組成物または共沸様組成物を留出物
として上記第１の蒸留塔から除去する工程、
　ｃ．フルオロオレフィンを本質的に含まないフッ化水素を上記第１の蒸留塔の底から回
収する工程、
　ｄ．上記共沸組成物を凝縮させて、フルオロオレフィンリッチ相およびフッ化水素リッ
チ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｅ．上記ＨＦリッチ相を上記第１の蒸留塔に再循環する工程
を含む方法。
【請求項４】
　フルオロオレフィンとＨＦの共沸濃度より高いで濃度で混合物中に存在するフルオロオ
レフィンと、ＨＦとを含む混合物から該フルオロオレフィンを精製する方法であって、
　ａ．フルオロオレフィンとＨＦとを含む上記混合物にエントレーナーを添加し、よって
第２の混合物を生成させる工程、
　ｂ．第１の蒸留工程において上記第２の混合物を蒸留して、ＨＦとフルオロオレフィン
とエントレーナーとを含む第１の留出物組成物、およびフルオロオレフィンを含む第１の
塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第１の留出物組成物を凝縮させて、ｉ）ＨＦリッチ相とｉｉ）エントレーナー
リッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．任意に上記エントレーナーリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す工程
を含む方法。
【請求項５】
　ＨＦとフルオロオレフィンの共沸濃度より高い濃度で存在するＨＦと、フルオロオレフ
ィンと含む混合物からＨＦを精製する方法であって、
　ａ．フルオロオレフィンとＨＦとを含む上記混合物にエントレーナーを添加し、よって
第２の混合物を生成させる工程、
　ｂ．第１の蒸留工程において上記第２の混合物を蒸留して、ＨＦとエントレーナーとフ
ルオロオレフィンとを含む第１の留出物組成物、およびＨＦを含む第１の塔底液組成物を
生成させる工程、
　ｃ．上記第１の留出物組成物を凝縮させて、ｉ）エントレーナーリッチ相とｉｉ）ＨＦ
リッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．任意に上記ＨＦリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す工程
を含む方法。
【請求項６】
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦ、およびＨＦＣ－２３６ｅａまたはＨＦＣ－２３６ｃｂの
少なくとも１種との混合物からＨＦＣ－１２２５ｙｅを分離する方法であって、
　ａ．追加のＨＦＣ－１２２５ｙｅを第２の蒸留工程から供給して、ＨＦＣ－１２２５ｙ
ｅとＨＦの共沸混合物を含む第１の留出物、およびＨＦＣ－２３６ｅａまたはＨＦＣ－２
３６ｃｂの少なくとも１種を含む第１の塔底液組成物を生成させる第１の蒸留工程に上記
混合物を供する工程、
　ｂ．上記第１の留出物を第２の蒸留工程に供給して、ＨＦＣ－１２２５ｙｅとＨＦの共
沸混合物を含む第２の留出物、およびＨＦを本質的に含まないＨＦＣ－１２２５ｙｅを含
む第２の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第２の留出物を凝縮させて、ｉ）ＨＦリッチ相とｉｉ）ＨＦＣ－１２２５ｙｅ
リッチ相である２つの液相を生成させる工程と、
　ｄ．（ｃ）からの上記ＨＦＣ－１２２５ｙｅリッチ相を上記第２の蒸留工程に再循環で
戻す工程と
を含む方法。
【請求項７】
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅと、ＨＦと、ＨＦＣ－２３６ｅａまたはＨＦＣ－２３６ｃｂの少
なくとも１種とを含む混合物からＨＦを分離する方法であって、
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　ａ．ＨＦＣ－１２２５ｙｅと、ＨＦと、ＨＦＣ－２３６ｅａまたはＨＦＣ－２３６ｃｂ
の少なくとも１種とを含む上記混合物にエントレーナーを添加し、よって第２の混合物を
生成させる工程、
　ｂ．上記第２の混合物を第１の蒸留工程において蒸留して、ＨＦとエントレーナーとを
含む第１の留出物組成物、およびＨＦＣ－１２２５ｙｅと、ＨＦＣ－２３６ｅａまたはＨ
ＦＣ－２３６ｃｂの少なくとも１種とを含む第１の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第１の留出物組成物を凝縮させて、（ｉ）エントレーナーリッチ相および（ｉ
ｉ）ＨＦリッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．上記エントレーナーリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す工程
を含む方法。
【請求項８】
　ＨＦＣ－１２３４ｚｅと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｆａまたはＨＦＣ－２４５ｅｂの少
なくとも１種との混合物からＨＦＣ－１２３４ｚｅを分離する方法であって、
　ａ）追加のＨＦＣ－１２３４ｚｅを第２の蒸留工程から供給して、ＨＦＣ－１２３４ｚ
ｅとＨＦの共沸混合物を含む第１の留出物、およびＨＦＣ－２４５ｆａまたはＨＦＣ－２
４５ｅｂの少なくとも１種を含む第１の塔底液組成物を生成させる第１の蒸留工程に上記
混合物を供する工程、
　ｂ）上記第１の留出物を第２の蒸留工程に供給して、ＨＦＣ－１２３４ｚｅとＨＦの共
沸混合物を含む第２の留出物、およびＨＦを本質的に含まないＨＦＣ－１２３４ｚｅを含
む第２の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ）上記第２の留出物を凝縮させて、ｉ）ＨＦリッチ相とｉｉ）ＨＦＣ－１２３４ｚｅ
リッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ）（ｃ）からのＨＦＣ－１２３４ｚｅリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す
工程
を含む方法。
【請求項９】
　ＨＦＣ－１２３４ｚｅと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｆａまたはＨＦＣ－２４５ｅｂの少
なくとも１種とを含む混合物からＨＦを分離する方法であって、
　ａ．ＨＦＣ－１２３４ｚｅと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｆａまたはＨＦＣ－２４５ｅｂ
の少なくとも１種とを含む混合物にエントレーナーを添加し、よって第２の混合物を生成
させる工程、
　ｂ．上記第２の混合物を第１の蒸留工程において蒸留して、ＨＦとエントレーナーとを
含む第１の留出物組成物、およびＨＦＣ－１２３４ｚｅと、ＨＦＣ－２４５ｆａまたはＨ
ＦＣ－２４５ｅｂの少なくとも１種とを含む第１の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第１の留出物組成物を凝縮させて、（ｉ）エントレーナーリッチ相と（ｉｉ）
ＨＦリッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．上記エントレーナーリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す工程
を含む方法。
【請求項１０】
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｃｂまたはＨＦＣ－２４５ｅｂの少
なくとも１種との混合物からＨＦＣ－１２３４ｙｆを分離する方法であって、
　ａ．追加のＨＦＣ－１２３４ｙｆを第２の蒸留工程から供給して、ＨＦＣ－１２３４ｙ
ｆとＨＦの共沸混合物を含む第１の留出物、およびＨＦＣ－２４５ｃｂまたはＨＦＣ－２
４５ｅｂの少なくとも１種を含む第１の塔底液組成物を生成させる第１の蒸留工程に上記
混合物を供する工程、
　ｂ．上記第１の留出物を第２の蒸留工程に供給して、ＨＦＣ－１２３４ｙｆとＨＦの共
沸混合物を含む第２の留出物、およびＨＦを本質的に含まないＨＦＣ－１２３４ｙｆを含
む第２の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第２の留出物を凝縮させて、ｉ）ＨＦリッチ相とｉｉ）ＨＦＣ－１２３４ｙｆ
リッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
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　ｄ．（ｃ）からの上記ＨＦＣ－１２３４ｙｆリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で
戻す工程
を含む方法。
【請求項１１】
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｃｂまたはＨＦＣ－２４５ｅｂの少
なくとも１種とを含む混合物からＨＦを分離する方法であって、
　ａ．ＨＦＣ－１２３４ｙｆと、ＨＦと、ＨＦＣ－２４５ｃｂまたはＨＦＣ－２４５ｅｂ
の少なくとも１種とを含む混合物にエントレーナーを添加し、よって第２の混合物を生成
させる工程、
　ｂ．上記第２の混合物を第１の蒸留工程において蒸留して、ＨＦとエントレーナーとを
含む第１の留出物組成物、およびＨＦＣ－１２３４ｙｆと、ＨＦＣ－２４５ｃｂまたはＨ
ＦＣ－２４５ｅｂの少なくとも１種とを含む第１の塔底液組成物を生成させる工程、
　ｃ．上記第１の留出物組成物を凝縮させて、（ｉ）エントレーナーリッチ相と（ｉｉ）
ＨＦリッチ相である２つの液相を生成させる工程、および
　ｄ．上記エントレーナーリッチ相を上記第１の蒸留工程に再循環で戻す工程
を含む方法。
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